
1 年   組   番  名前                  

現代社会 課題プリント  第１０回 

2011年 3月 11日に日本海溝で発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）や 1995年 1月 17日に淡

路島北部で発生した兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）、近年勢いを増す暴風雨や台風による災害など、日本はと

ても自然災害の多い国です。 

そこで今回は【災害への備え】として、どのようなものを準備・備蓄しておくかを考えてもらいます。 

 

１．家にある防災グッズを調査する。 

 皆さんの自宅にある防災グッズや備蓄食料などを調べましょう。多くある場合は、避難3日間に必要なものを選ん

で記入しましょう。 

 家にあったもの 買い足したいもの 買い足すものの理由 
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２．大災害では、避難所生活がいつまで続くかわからない状況が続きます。避難所で想定される問題を解決するため

に必要な援助などについて自由に考えてみよう。 

 

 災害から３週間くらい ３週間から3か月くらい 3か月から6か月 

想定される避難所での問題 

例）プライバシーがない 

 

 

 

 

 

 

 

薬などがない その季節の服がない 

 

それぞれの期間で、どのような援助や工夫が必要だろうか、考えてみよう。 

災害から３週間くらい 

 

 

 

 

 

３週間から3か月くらい 

 

 

 

 

 

3 か月から6か月 

 

 

 

 

 

 

３．あなた自身や家族の身を守るために、あなたが起こせる防災行動を下記に記入しよう。 

私は、 

 

 

 

 

 

を実践していきます。 

 


